
注射の前に確認すること

副作用について

治療中の患者さんの安全を守るために

ユルトミリス®の投与により、一部の感染症にかかりやすくなります。特に髄膜炎感染症
は重症化の可能性があります。
また、ユルトミリス®の投与により、過敏症を認めることもあります。次のような人は主治医
に申し出てください。

投与スケジュール

初期症状は、以下のような一般的な風邪やインフルエンザの症状
と区別がつきにくい場合があるので注意が必要です。
・発熱　・頭痛　・吐き気、嘔吐　・筋肉の痛み
その他、髄膜炎菌感染症には以下のような症状があります。
・錯乱（混乱して考えがまとまらない、物事を理解できない）
・うなじのこわばり（首の後ろが硬直しあごを傾けられない）
・発疹、出血性皮疹（赤や紫色の斑点状の発疹）
・光に対する過剰な感覚
（光が異様にギラギラ輝いて見える、異常にまぶしく感じる等）
・手足の痛み

ユルトミリス®の治療と投与スケジュール

「患者安全カード」をいつも携帯し、PNH治療の担当医師以外の医師、薬剤師にも
このカードを提示してください。
以下の症状のいずれかが現れた場合は、すぐに担当医師に連絡してください。

投与中あるいは投与後に次のような副作用が現れることがあります。

以前に薬や注射を受けて、過敏症、発疹やかゆみなどが出たことがある。
治療日（点滴日）に感染症にかかっている。
以前に髄膜炎菌感染症にかかったことがある。

ユルトミリスⓇは8週間に1回、
1時間以内で点滴投与されます。

ユルトミリス®の投与量は、体重を考慮します。
通常、成人には、ラブリズマブ（遺伝子組換え）として、
患者の体重を考慮し、1回2,400～ 3,000 mgを
開始用量とし、初回投与2週後に1回3,000～3,600 mg、
以降8週ごとに1回3,000～3,600 mgを点滴静注する。

ユルトミリス®の治療における注意点

投与時間
初回 25分～45分
2回目以降 30分～55分

頭痛 のどや鼻の痛み 吐き気・嘔吐 発熱

医師向け情報

髄膜炎菌感染症は早期の認識及び抗菌薬の治療が行わ
れないと致死的あるいは死亡に至ることがあります。
髄膜炎菌感染症が疑われる場合あるいは否定できない場
合には、適切な抗菌薬を用いた治療を直ちに開始してく
ださい。詳しい治療法に関する情報は、以下の細菌性髄
膜炎診療ガイドラインを参照ください。

/menilediug/gro.pj-ygoloruen.www//:sptth 　
zuimaku_2014.html

　第三世代セフェム系（例：セフトリアキソン、セフォタ
キシム、等）の抗生物質療法が推奨されています。

当医師に連絡してください。

　本剤の最新の添付文書はこちらからご確認いただけます。
　https://www.ultomiris.jp

本剤は終末補体複合体活性を抑制する抗体製剤です。その作
用機序のために、本剤を使用すると髄膜炎菌感染症に対し患
者様の抵抗力が低下します。

が処方されており、髄膜炎菌感染症（髄膜炎
菌）及び一般的な感染症の発症リスクが増加
しています。

患者様 の治療にあたる医師全員に、このカードを提示してください。

患者名 

 

担当医師： 

電話及びメール： 

緊急時受診可能医療機関

　病院名※：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　連絡先医師名：　　　　　　　　　電話：　　　　　　　　　 

※緊急時受診可能病院をあらかじめ担当医師と相談してください。
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用法・用量

●投与時間は投与量や状態によって異なります。

ユルトミリスⓇ100 mg/mL製剤（ユルトミリスⓇHI点滴静注300 mg/3 mL・ユルトミリスⓇHI点滴静注1100 mg/11 mL）でPNHを治療される方へ



ユルトミリス®

赤血球から
流出するLDH

補体

PNH型赤血球

補体

PNH型赤血球は補体の攻撃を受ける
ことで破壊されます（溶血）

ユルトミリスⓇは補体の攻撃を阻止し、
PNH型赤血球の破壊を防ぎます

（溶血抑制）
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製造販売元［文献請求先及び問い合わせ先］ 
　　　　　　　　　　　　　　　  メディカル インフォメーション センター　〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿1-18-14 恵比寿ファーストスクエア
フリーダイアル：0120-577657 受付時間：9：00～ 18：00（土、日、祝日及び当社休業日を除く）

ユルトミリス®の臨床試験データ
（海外データ、日本人データを含む）

ユルトミリス®について

PNHによくみられる症状 PNHの合併症

ユルトミリス®は溶血の指標であるLDH（乳酸脱水素酵素）
を減少させ、安定して溶血を抑えました1）。
ユルトミリス®を投与した患者さんの74％が輸血が不要
になりました1）。
ユルトミリス®を投与した患者さんの40.8％に副作用が
認められ、主な副作用は頭痛（20.0％）でした1）。

疲労（脱力感・集中力低下・めまいなど）
日常生活動作を行うのが困難（生活の質［QOL］の低下）
食べ物をうまく飲み込めない（嚥下困難）
痛み（腹、胸、背中、足など）
息切れ
茶褐色（コーラ様）の尿
男性機能不全（ED）
皮膚や目が黄色くなる

血栓症 腎臓病 肺高血圧症

ユルトミリスⓇは、PNHの病状が悪化する原因である、慢性的な赤血球の破壊（血管内溶血）を抑えるお薬です。

1） Lee JW, et al. Blood. 2019;133(6):530-539.［利益相反：本試験はAlexion Pharmaceuticals, Inc. の支援によって実施された。著者にAlexion Pharmaceuticals, Inc.の
社員が含まれる。著者にAlexion Pharmaceuticals, Inc.より謝礼金、顧問料、研究助成金等を受領している者が含まれる。］［イメージ］


